
誰
の
責
任
を
追
及
す
る
の
か

先
月
号
で
原
発
事
故
の
告

訴
状
を
紹
介
し
ま
し
た
。
南

労
会
闘
争
集
会
の
講
演
の
中

で
佐
藤
昭
夫
先
生
も
告
訴
人

に
な
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
誰
の
責
任
を
問
う
て

い
る
の
か
報
告
し
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
。

見
出
し
は
編
集
委
員
）

被
疑
者
は
三
十
三
名
+
東
電

１
．
本
日
、
大
月
純
子
（
告

訴
・
告
発
人
代
表
）
ら
一
万

三
二
六
二
名
の
者
は
、
福
島

地
方
検
察
庁
検
事
正
堺
徹
に

対
し
て
、
今
回
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
に

関
し
て
、
東
京
電
力
前
会
長

勝
俣
恒
久
ら
三
十
三
名
を
業

務
上
過
失
致
死
傷
罪
、
公
害

罪
及
び
激
発
物
破
裂
罪
の
被

疑
事
実
で
、
法
人
と
し
て
の

東
京
電
力
株
式
会
社
等
を
公

害
罪
の
被
疑
事
実
で
そ
れ
ぞ

れ
刑
事
告
訴
・
告
発
し
た
。

訴
え
ら
れ
た
者
の
一
覧

３
．
被
告
訴
・
告
発
人

（
１
）
国

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全

保
安
院
（
三
名
）

院
長

寺
坂
信
昭

元
院
長

松
永
和
夫

同

広
瀬
研
吉

原
子
力
安
全
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長

班
目
春
樹

前
委
員
長

鈴
木
篤
之

委
員

久
木
田
豊

同

久
住
静
代

同

小
山
田
修

同

代
谷
誠
治

専
門
委
員

衣
笠
善
博

原
子
力
委
員
会
（
一
名
）

委
員
長

近
藤
駿
介

文
部
科
学
省

（
四
名
）

坂
東
久
美
子

前
生
涯
学
習
政
策
局
長

山
中
伸
一

前
初
等
中
等
教
育
局
長

合
田
隆
史

前
科
学
技
術
政
策
局
長

布
村
幸
彦

前
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
長

（
２
）
放
射
線
専
門
医

（
三
名
）

山
下
俊
一

福
島
県
放
射

線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
福
島
県

立
医
科
大
学
副
学
長
）

神
谷
研
二

福
島
県
放
射

線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
福
島
県

立
医
科
大
学
副
学
長
）

高
村

昇

福
島
県
放
射

線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
長
崎
大

学
大
学
院
医
歯
薬
学
総

合
研
究
科
教
授
）
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事
故
責
任
を
曖
昧
に
し
て
は
な
ら
な
い
！



（
３
）
東
京
電
力
取
締
役
ら

役
員
（
十
五
名
）

東
京
電
力
の
経
営
陣
の
ト
ッ

プ
と
し
て
安
全
対
策
を
せ
ず

に
原
子
力
事
業
を
推
進
し
た

責
任
者

勝
俣
恒
久

取
締
役
会
長

西
澤
俊
夫

取
締
役
社
長

清
水
正
孝

前
取
締
役
社
長

相
澤
善
吾

元
常
務
取
締
役

取
締
役
副
社
長
・
原
子

力
立
地
本
部
長

田
村
慈
美

元
取
締
役
会
長

南
直
哉

元
取
締
役
社
長

荒
木
浩

元
取
締
役
会
長

東
京
電
力
の
原
子
力
立
地
本

部
長
な
い
し
副
本
部
長
な
ど

東
京
電
力
の
中
で
、
職
務
上

福
島
第
一
の
安
全
対
策
を
す

す
め
る
立
場
に
あ
っ
た
役
員

皷
紀
男

取
締
役
副
社
長
・

元
原
子
力
立
地
本
部
副

本
部
長

小
森
明
生

常
務
取
締
役
・

元
原
子
力
立
地
本
部
副

本
部
長

藤
原
万
喜
夫

常
任
監
査
役
・

監
査
役
会
会
長
・
元
原

子
力
立
地
本
部
副
本
部

長

武
藤

栄

元
副
社
長
・

元
原
子
力
立
地
本
部
副

本
部
長

武
黒
一
郎

元
副
社
長
・

元
原
子
力
立
地
本
部
本

部
長

服
部
拓
也

元
副
社
長
・

元
原
子
力
本
部
副
本
部

長

榎
本
聰
明

元
常
務
取
締
役
・

原
子
力
本
部
本
部
長

吉
田
昌
郎

元
執
行
役
員
・

前
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
所
長

（
以
下
、
過
失
の
内
容
を
抜

粋
し
て
列
挙
し
ま
す
）

過
ち
は
何
か

第
１

耐
震
設
計
指
針
改
訂

の
際
、
具
体
的
な
津
波
対
策

を
講
じ
な
か
っ
た
。

第
２

津
波
対
策
が
必
要
と

さ
れ
た
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
。

第
３

過
酷
事
故
対
策
を
怠
っ

た
（
東
京
電
力
関
係
）

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
を
公
表
せ

ず
、
ま
た
生
徒
・
学
生
の
避

難
基
準
を
改
悪
（
二
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）
し
、
安
全
宣

言
を
繰
り
返
し
て
住
民
避
難

を
さ
せ
ず
、
又
は
遅
ら
せ
た
。

十
一
月
二
九
日
と
三
十
日
、

此
花
で
被
災
地
か
ら
の
ガ
レ

キ
を
試
験
焼
却
が
強
行
さ
れ

た
。

橋
下
・
松
井
は
多
く

の
疑
問
や
批
判
に
一
切
答
え

な
い
ま
ま
。
十
一
月
十
三
日

の
名
ば
か
り
説
明
会
で
は
数

百
名
の
私
服
・
制
服
警
官
を

導
入
し
、
四
名
も
逮
捕
！

事
前
調
査
で
は
相
当
量
の

ア
ス
ベ
ス
ト
も
検
出
。
市
民

調
査
で
は
焼
却
後
、
放
射
能

の
空
間
線
量
が
ア
ッ
プ
し
た

と
の
報
告
が
あ
る
。
ガ
レ
キ

は
利
権
！
本
焼
却
ス
ト
ッ
プ

し
ろ
。
逮
捕
者
を

釈
放
し
ろ
！
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逮
捕
者
ま
で
出
し
て

猛
毒
ま
き
ち
ら
す
の
か


